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□
□

年 月

弘

前

※単価適用年月日：平成29年9月30日迄 市
※特に指定のないものは、青森県県土整備部制定土木工事共通仕様書による。

青森県設計単価表(非公表)等使用
建設リサイクル法対象建設工事

Ｎ＝4基

工 事
施 行 理 由 審　　査

工 事 概 要 設 計 者
及 び 仕 様

工　種（道路改良工事）

道路延長

30 3 23 日迄

Ｌ＝117.5ｍ

本工事は弘前駅前北地区土地区画整理事業に伴う、都市計画道路（歩専道）の整備を行うものであ
る。

課長補佐

工 事 期 間
日間

平成 係　　長

工 事 名 称

弘前市大字　駅前二丁目　地内工 事 場 所

設 計 金 額 ￥

部 長
課 長

平成２８年度　都市計画道路８・５・３号道路築造工事
部　　長

都市環境部　区画整理
決裁区分

課　　長

副市長
市 長 決　　裁
副 市長

平成 29 年度 開示の区分 □全部開示

（供覧）

□非開示

起　　案 平 成 年 月 日

工 事 設 計 書

ブロック舗装工 Ａ＝773.0m2
Ｗ＝12.0ｍ道路幅員

道路照明灯

□部分開示

市　長

決　　裁 平 成 年 月 日
設計担当課
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　特殊ﾌﾞﾛｯｸ舗装 視覚障害者用誘導ﾌﾞﾛｯｸ ㎡ 35.3 35 ◇単位数量アリ

◇単位数量アリ

◇単位数量アリ

　蓋版設置（ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋） US3-B300A3種用 1.0m/枚 細目 枚 1 1

　蓋版設置（ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋） US3-B300A3種用 0.5m/枚 枚 5 5

　U型側溝 　　本体 ｍ 3.2 3 ◇単位数量アリ

 排水工

7 ◇均しコン･基礎砕石アリ

350 ◇均しコン･基礎砕石アリ

72.6 73 ◇単位数量アリ

210

453.6 454

 縁石工

　平板ﾌﾞﾛｯｸⅢ 300×300×60 標準用 ㎡

　平板舗装B

 舗装工

　平板舗装A

　購入土 山土 ㎥ 86 90

84 80

 造成工

　盛土 路床盛土　2.5m≦W＜4m想定 ㎥

20

　床掘 1m≦W＜2m想定 ㎥ 29 30

　埋戻 W＜1m想定 ㎥ 19

300×300×60 標準用 ㎡

敷地造成工

　縁石（片面R）

規　　　　　格名　　　　　称

数　　量　　総　　括　　表
工　　　種 単位  設計数量  積算数量 備　　　考

園路広場工

　平板ﾌﾞﾛｯｸⅡ 300×300×60 融雪用 ㎡ 211.5

　平板ﾌﾞﾛｯｸⅠ

　縁石（地先） C種、擬石、アンバー色 ｍ 7.0

C種、擬石、アンバー色 ｍ 349.5



規　　　　　格名　　　　　称工　　　種 単位  設計数量  積算数量 備　　　考

　ドウダンツツジ H=0.4m  列植 本 12 12 ◇単位数量アリ

仮設工

　照明器具取付 台 4 4 ◇単位数量アリ

  柵工

ｍ 54.0 54 ◇単位数量アリ　柵（H800）

基 6 6 ◇単位数量アリ

標準ｽﾊﾟﾝ2.0m ﾋﾞｰﾑ 耐雪型 深緑

　野芝 ベタ張り ㎡ 344.2 344 ◇単位数量アリ

基

　カツラ H=3.0m 本 7 7 ◇単位数量アリ

　ドイツトウヒ H=8.0m 本 1 1 ◇単位数量アリ

 植栽工

修景施設工

2 ◇単位数量アリ

1 1

4 4 ◇単位数量アリ

2

休養施設工

背アリ

  ベンチ工

管理施設工

　ベンチ

 工事用除雪

式　人力除雪

　

基

  照明工

　車止 H=0.85m 景観色 着脱式

　道路照明灯建柱

道路付属施設工

2 ◇単位数量アリ　ソメイヨシノ H=2.5m 本 2

　防根材 H=0.9m、W=0.6m 枚 277.0 277 ◇単位数量アリ



No. 0 +

No. 1

No. 2

No. 2 +

No. 2 +

No. 3

No. 3 +

No. 3 +

No. 4

No. 5

No. 6

No. 6 +

117.576

110.801

20.000 30.801 0.8 0.90

6.450 6.450 37.251 0.8 0.80

20.000 90.801 0.4 0.80

3.00 0.2 0.10 2.00

19.5284.75 29.28

6.775 6.775 117.576 0.5 0.50 1.36 終点2.03 0.2 0.20

20.000

3.39 0.3 0.30

0.450.5 0.150.39.00

0.2 0.20 2.71 〃

0.40 0.2 0.20 0.27 〃

0.00

1.20 0.3 0.30

4.07

52.133

13.550 50.801 0.00 0.00 0.3 0.30

1.332

0.30

1.2 0.60 0.000.000 0.3 0.30

起点

1.00

1.291.94 0.2 0.205.16 0.3 0.30

4.000.318.00 0.30 6.00 0.2 0.20

0.2

0.20 2.16

9.199 0.000 1.0 0.3

10.80 0.3 0.3010.801 10.801 1.0

平積（㎡）

土　量　等　計　算　書 平均断面法

測　　点 単距（m） 追距（m）
盛　　土 床　　掘 埋　　戻

備　考
断面積（㎡） 平積（㎡） 土量（㎥）土量（㎥） 断面積（㎡）平積（㎡） 土量（㎥） 断面積（㎡）

3.24 0.2

5.60 0.2

0.2 0.20 0.00 機械室影響範囲

0.2 0.20 0.00

3.73

6.450 0.000 37.251 0.40 0.00 0.3 0.30 0.00

18.668 70.801 1.2 0.20

計

16.00 0.15 3.00 0.10 2.00

1.332 1.332 52.133 0.00 0.00 0.3

22.40



　蓋版設置（ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋） US3-B300A3種用 0.5m/枚 枚

枚 1　蓋版設置（ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋） US3-B300A3種用 1.0m/枚 細目

ｍ 3.2

5

ｍ

◇均しコン･基礎砕石アリ

　縁石（地先）

　縁石（片面R） C種、擬石、アンバー色

　　本体

 排水工

◇単位数量アリ　U型側溝

◇単位数量アリ㎡

平板ﾌﾞﾛｯｸⅠ(300×300×60 標準用) ◇単位数量アリ

平板ﾌﾞﾛｯｸⅢ(300×300×60 標準用)　平板舗装B 72.6

園路広場工

 舗装工

㎡ 35.3

平板ﾌﾞﾛｯｸⅡ(300×300×60 融雪用) ㎡ 211.5 ◇単位数量アリ

特殊ﾌﾞﾛｯｸ舗装(視覚障害者用誘導ﾌﾞﾛｯｸ)

数　量　集　計　表

名　　　　　　称 形状　・　寸法 単位 数　　　量 摘　　　　　要

ｍ 349.5

C種、擬石、アンバー色 ◇均しコン･基礎砕石アリ7.0

 縁石工

　平板舗装A ㎡ 453.6

◇単位数量アリ



平板ﾌﾞﾛｯｸⅠ(300×300×60 標準用)

平面図より 標準部

平板ﾌﾞﾛｯｸⅡ(300×300×60 融雪用)

※ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ設置準用

平面図より 融雪部

特殊ﾌﾞﾛｯｸ舗装(視覚障害者用誘導ﾌﾞﾛｯｸ)

平面図より

平板ﾌﾞﾛｯｸⅢ(300×300×60 標準用)

平面図より

=

（ ） =

=

=

=

=

35.3 ㎡

7cm 0.07 ×

　平板舗装B ○

㎡

=

　平板舗装A

数　　量

○

摘　　要

72.60 72.6 ㎡

211.50 ㎡211.5

園路広場工

名    称

○

直線配置3色以上･厚6cm 空練りﾓﾙﾀﾙ2cm 100m2以上 制約無 夜間無

= 453.55 453.6

直線配置3色以上･厚6cm ﾀｲﾙ下地ﾓﾙﾀﾙ塗り2cm 100m2以上 制約無 夜間無

100.0 ㎡

設置 点状･線状 300×300×60 (12kg/枚)

100.00 7.0 ㎥

=

路盤工 再生砕石(RC-40) 10cm 100.00

㎡100.0

表層工 モルタル(1:2) 2cm 0.02 × 100.00 2.0 ㎥

ブロック個数 100.00 ÷ 0.30 × 0.30 1111 枚

【100㎡当り単位数量】 表層工 平板ブロック□300 6cm 100.00

数　量　計  算  書

算　　　　定　　　　基　　　　礎

○

基層工 コンクリート②

35.25

 舗装工



図面より ＋ ＋ ＋

＋ ＋

｛ （ ＋ ）÷ ×

＋ × ｝× =

=

図面より ＋

=

=

図面より

=

× × =

図面より

図面より

名    称 摘　　要

 縁石工

算　　　　定　　　　基　　　　礎 数　　量

　縁石（片面R） 71.7 73.8 31.1 73.1

56.4 43.4 = 349.50 349.5 ｍ

【10ｍ当り参考数量】 コン② 0.05 0.04 2 0.10

0.30 0.10 10.00 0.3 ㎥

基礎砕石 再生最大40㎜ 10cm 0.30 × 10.00 3.0 ㎡

　縁石（地先） 3.5 3.5 = 7.00 7.0 ｍ

【10ｍ当り参考数量】 コン② 0.25 × 0.050 × 10.00 0.1 ㎥

基礎砕石 再生最大40㎜ 10cm 0.25 × 10.00 2.5 ㎡

 排水工

　U型側溝

　　本体 = 3.20 3.2 ｍ

【10ｍ当り参考数量】 側溝本体 US3-B300A 3種 :412kg/2m 10.00 ÷ 2.0 5.0 個

基礎砕石 再生最大40㎜ 10cm 0.50 0.10 10.00 0.5 ㎥

　蓋版設置（ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋） = 5.0 5 枚

　蓋版設置（ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋） = 1.0 1 枚



平板ブロック配置図（案）

※位置の詳細については、別途協議　

　■ブロックサイズ　３００×３００×６０



　ソメイヨシノ H=2.5m 

　ドウダンツツジ H=0.4m  列植 本 12 ◇単位数量アリ

◇単位数量アリ277.0

摘　　　　　要

修景施設工 数　量　集　計　表

名　　　　　　称 形状　・　寸法 単位 数　　　量

　ドイツトウヒ H=8.0m 本 1 ◇単位数量アリ

◇単位数量アリ

 植栽工

　野芝 ベタ張り ㎡ 344.2 ◇単位数量アリ

本 2 ◇単位数量アリ

　カツラ H=3.0m 本 7

　防根材 H=0.9m、W=0.6m 枚



図面より

=

=

黒土＋樹皮堆肥等

（ × －
2

× ）× =

× × ＝

× × ×

＝

× =

× × × =

× ＝

× × ＝

× × × × =

図面より

=

=

黒土＋樹皮堆肥等

（ × －
2

× ）× =

× × ＝

× × ×

＝

× =

× × × =

上層（客土）

㎥10.0 0.2

=

100

黒土 2.11 0.8

kg

0.90

2.4

10.0

kg/㎥

㎥

支柱（八ツ掛）

黒土

砂 1.2

【下層10㎥当り】

100

0.8 8.0

7

2.11 25袋(20kg/袋)/㎥

102.10

パーライト

黒土＋砂下層 2.10

樹皮堆肥等

黒土 2.11 ㎥168

300 本

21,100

1000

500.00.2

0.8

　カツラ

1,323 ℓ10黒曜石 2.10 2.10 0.03

39.6 ㎥

7 本7.0

 植栽工

【植栽工10本当り単位数量】 公園植栽

上層（客土）

植樹手間・木 本100

名    称 算　　　　定　　　　基　　　　礎 数　　量 摘　　要

1 本1 = 1.0　ドイツトウヒ

10 本10.0（樹木・支柱・土上層）

修景施設工 数　量　計  算  書

2.10 2.10 0.53 2.11 根鉢は客土幅1/20.60

【公園植栽100本当り】 100.0

100

100

竹 3

π

【公園植栽100本当り】 植樹手間・木 100.0 100 本

【植栽工10本当り単位数量】 公園植栽 （樹木・支柱・土上層） 10.0 10 本

25袋(20kg/袋)/㎥

2.10 2.10 0.53 π 0.60 2.11 根鉢は客土幅1/2

168 ㎥100

支柱（八ツ掛） 300 本竹 3 100

下層 黒土＋砂 2.10 2.10 0.40 10 17.6 ㎥

500.0 kg/㎥

kg

樹皮堆肥等 2.11 0.2

21,100



× ＝

× × ＝

× × × × =

図面より

=

=

黒土＋樹皮堆肥等

（ × －
2

× ）× =

× ＝

× × ＝

=

× × × =

× ＝

× × ＝

× × × × =

図面より

=

=

黒土＋樹皮堆肥等

（ × －
2

× ）× =

× ＝

× × ＝

× × × =

0.04 0.2 4 kg 25袋(20kg/袋)/㎥樹皮堆肥等 500.0 kg/㎥

12.0

摘　　要

【植栽工10本当り単位数量】 公園植栽 10

　ドウダンツツジ 12

本2

下層 黒土＋砂 2.10 2.10 0.40 10 17.6 ㎥

0.8 1.68

= 2.0

2.10

支柱（八ツ掛）

12 本

上層（客土）

=

根鉢は客土幅1/2

㎥

本

0.45 根鉢は客土幅1/2

【下層10㎥当り】

黒曜石 パーライト 2.10 2.10 0.03 10 1,323 ℓ

黒土 10.0 0.8 8.0

25袋(20kg/袋)/㎥

㎥

樹皮堆肥等 500.0 kg/㎥ 211 kg

【植栽工10本当り単位数量】 公園植栽

黒土 2.11

砂 10.0

2.10 0.03 10 1,323 ℓ

名    称 算　　　　定　　　　基　　　　礎 数　　量

（樹木・支柱・土上層） 10.0 10 本

2.11 0.2

2.4 ㎥

【下層10㎥当り】 黒土 10.0 0.8 8.0 ㎥

　ソメイヨシノ 2

1.0 1 本

0.2 1.2

黒曜石 パーライト

砂 10.0 0.2 1.2 2.4 ㎥

【公園植栽1本当り】 植樹手間・木 1.0 1 本

2.10 0.53 0.60 2.11π

1,0002.10

（樹木・支柱・土上層） 10.0

【公園植栽1本当り】 植樹手間・木 1.0 1 本

上層（客土）

0.45 0.11 π 0.30 0.04

黒土 0.04 0.8 0.03 ㎥

下層 黒土＋砂 0.45 0.45 0.20 10 0.4 ㎥

1,000



× ＝

× × ＝

× × × × =

+ + + + +

=

黒土＋樹皮堆肥等 =

× ＝

× ÷ ＝

=

× ＝

× × ＝

+ +

m ÷1枚当たり 0.6 166.2 0.6 = 277.0 277.0 枚

名    称 算　　　　定　　　　基　　　　礎 数　　量

1.0 ㎥

20.0 = 344.20 344.2

10.0

50.0 袋

図面より 88.6

黒土

上層 客土 0.10

0.04

芝 10.00 10.0 ㎡【10㎡当り単位数量】

黒土＋砂 10.00

堆肥 10.0

34.3

㎥/袋

【上層10㎥当り】 黒土 10.0 0.8 8.0 ㎥

0.10

㎥

101.5 35.0 64.8

10.00

0.2

1.0

㎡

56.4

×

　野芝

0.2砂 2.4 ㎥1.2

【下層10㎥当り】 8.0 ㎥10.0 0.8

　防根材 図面より 71.7 38.1

×下層

= 166.20

【下層10㎥当り】 黒土 10.0 0.8 8.0 ㎥

摘　　要

砂 10.0 0.2 1.2 2.4 ㎥

1,000黒曜石 パーライト 0.45 0.45 0.03 10 61 ℓ



 ベンチ工

　ベンチ 背アリ 基 2 ◇単位数量アリ

摘　　　　　要

休養施設工 数　量　集　計　表

名　　　　　　称 形状　・　寸法 単位 数　　　量



=

× × × =

基礎Co含む

 ベンチ工

　ベンチ = 2.0 2 基2

0.30 0.50 2 10.0

ベンチ本体 50kg以上想定 10 基

基礎砕石 再生最大40㎜ 10cm 3.0 ㎡

10.0

名    称 算　　　　定　　　　基　　　　礎 数　　量 摘　　要

休養施設工 数　量　計  算  書

【10基当り単位数量】



　車止 H=0.85m 景観色 着脱式 基 6 ◇単位数量アリ

摘　　　　　要

管理施設工 数　量　集　計　表

名　　　　　　称 形状　・　寸法 単位 数　　　量

　柵（H800） 標準ｽﾊﾟﾝ2.0m ﾋﾞｰﾑ 耐雪型 深緑 ｍ 54.0 ◇単位数量アリ

 柵工



図面より

=

（
2

× －
2

× × ）× =

× × × =

× × =

図面より

=

× × =

　車止

10.0

3 ＋

＋ 20.016.0

算　　　　定　　　　基　　　　礎 数　　量 摘　　要

基礎砕石 再生最大40㎜ 10cm 0.30 0.30 10

0.1 ㎥5

㎡

基礎含む

＋ 18.0 =

柵本体 10.00

54.054.00

基

= 6.0 6 基

ｍ

管理施設工 数　量　計  算  書

名    称

【10ｍ当り単位数量】 10.0 ｍ

支柱径想定値φ114基礎コン 0.057 π 0.40

　柵（H800）

㎡

0.40 5 0.8 ㎡0.40

4 5 2.7

 柵工

② 0.30 0.45

型枠 0.30 0.45

基礎砕石 再生最大40㎜ 10cm

3

0.9

【10基当り単位数量】 車止本体 10.00



　照明器具取付 台 4 ◇単位数量アリ

　道路照明灯建柱 塗装仕上げ 基 4 ◇単位数量アリ

 照明工

摘　　　　　要

道路付属施設工 数　量　集　計　表

名　　　　　　称 形状　・　寸法 単位 数　　　量



=

=

=

道路付属施設工 数　量　計  算  書
名    称 算　　　　定　　　　基　　　　礎 数　　量 摘　　要

 照明工

4 基　道路照明灯建柱

道路照明灯１基あたり数量

・ 道路照明灯建柱　Ｗ≦350kg 

1.0 本　丸型段付ﾎﾟｰﾙ　

　照明器具取付 4 台

照明器具１台あたり数量

照明器具取付　持込(民間機械)・

1.0 台　LED道路照明器具

1.0 台　配線接続ﾕﾆｯﾄ



平成　29　年度

平 成 28 年 度 都 市 計 画 道 路 8 ･ 5 ･ 3 号 道 路 築 造 工 事

特　記　仕　様　書

弘前市大字 駅前二丁目 地内

弘前市 都市環境部 区画整理課



第１条　適用範囲

第２条　施工条件明示

工期 年 月 日 まで

工事日数 日間

この工事の工期は、春先の工事着手を想定して設定されている。

この工事は、 年債務であり、契約年度内に出来高の確保が必要である。

～

～

～

～ ～

～ ～

～ ～

～

～

～

～

～

～

復旧方法４．仮設ヤード指
定の有無

指定の場所 指定の面積 使用期間 使用条件

要協議 工事期間内 使用承諾申請 原形復旧

３．工事用仮設道
路・資機材置き場
用借地の有無

借地の場所 借地の面積 借地の期間 使用条件 復旧方法

２．用地関係 １．工事用地等の
未処理部分の有無

未処理の箇所 影響を受ける範囲 影響を受ける工種 取得見込時期

２．工事用地等の
使用終了後におけ
る復旧条件の有無

復旧が必要な場所 復旧が必要な範囲 復旧条件 復旧完了予定日

駅前二丁目

６．地下埋設物・
埋蔵文化財の事前
調査・移設による
制約の有無

地下埋設物・埋蔵文化財名称 管理者の名称 事前調査の時期 移設時期

５．関係機関等と
の協議結果、工程
に影響を受ける特
定条件の有無

関係機関名称 影響を受ける箇所 影響を受ける期間 影響を受ける内容

制約の内容

3

２．影響を受ける
他の工事及び制約
の有無

他工事の名称 発注者等名 影響を受ける箇所 期間

弘前駅前北地区駅前北公園整備工事 弘前市 施工範囲端部

23

全工種 進捗状況による

時間帯 工種 制約内容

　本工事は、青森県県土整備部制定「共通仕様書」に準拠するほか、本特記仕様書により施工するものとする。仕様書の記載内容の優先
は、「土木工事特記仕様書」「共通特記仕様書」「共通仕様書」の順とする。

　下表項目、事項のうち該当欄は、工事施工に当たって制約等を受けることとなるので明示する。なお、明示事項に変更が生じた場合及
び明示されていない施工条件が発生した場合は、監督職員と協議し適切な処置を講ずるものとする。

明示事項 内容

１．工程関係 平成

施工期間中

１．工事日数又は
　　工期

30

その他

４．関連機関等と
の協議未成立に伴
う制約の有無

関連機関名称 協議内容 成立見込時期 制約箇所 制約内容

３．施工時期・時
間、施工方法制約
の有無

制約の要因 工種 時期 時間帯

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

－1－



６．有毒ガス及び
酸素欠乏等対策の
指定の有無

危険要因 対象工種 施設の規格・規模

５．発破作業等制
限の有無

制限される範囲 制限の内容 制限される期間・時間 その他

４．保安設備、保
安要員配置の指定
の有無

保安設備・保安要員 対象工種 配置場所 規格・規模 設置期間及び時間帯

接触・転倒 バリケード 作業中、常時配置

〃 点滅灯設置 〃

３．防護施設必要
性の有無

危険要因 施設の種類・名称 施設の規格 設置期間

２．近接施工の有
無

施設の名称 管理者 範囲 協議状況 条件・制限等の内容

４．安全対策
関係

１．交通安全施設
等の指定の有無

施設の種類 対象工種 設置期間 施設の内容等

４．事業損失等、
第三者に被害を及
ぼすことが懸念さ
れるか

懸念事項・範囲 調査の内容 調査の実施時期 報告書の有無

２．水替・流入防
止施設の必要性の
有無

対象工種 場所 施工方法 施工期間等

３．濁水・湧水処
理への特別な対策
必要性の有無

対象工種 処理内容 処理条件 期間

〃 ～

全工種 出来る限り予防すること ～

明示事項 内容

３．公害関係 １．公害防止に伴
う制限の有無

公害の種別 対象工種 内容 作業時期 その他

騒音

～

振動 〃有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

－2－



～ ～

～ ～

～ ～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

４．引継ぎ使用の
有無

仮設物の名称 設置工事名 設置工事施工者 引継ぎ時確認事項

６．設計条件指定
の有無

仮設物の名称 設計条件 その他

５．構造及び施工
方法指定の有無

仮設物の名称 仮設物の規模 使用材料 施工方法

引継ぎ時期 条件等

仮設物の名称・規格 引渡し工事名 引渡し時期 条件等

２．部分指定仮設
の有無

仮設物の名称・規格 数量 設置期間 条件等

６．仮設備関
係

１．指定仮設の有
無

仮設物の名称・規格 数量 設置期間 条件等

３．他の工事への
引渡しの有無

維持補修の内容 工事終了後の処置

明示事項 内容

５．工事用道
路関係

１．搬入路として
の一般道路指定の
有無

搬入経路 使用期間 使用時間帯 制限の内容

２．仮設道路設置
の有無

設置場所 規格・構造 安全施設設置区間 安全施設の内容

使用中の管理の内容 使用後の補修の内容
有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

－3－



m3 km

m3 km

m3 km

m3

m3

m3

ｔ km

ｔ km

ｔ km

ｔ km ～

ｔ km ～

ｔ km ～

ｔ km ～

ｔ km ～

有 ： 本工事では、青森県産業廃棄物税相当額を計上している

無 ： 本工事では、青森県産業廃棄物税相当額を計上していないが、必要に応じ設計変更で対応する

～

～

～

協議の状況 移設時期

７．産業廃棄物税
計上の有無

本工事で発生する建設廃棄物については、青森県産業廃棄物税が課税されるので適正に処理すること

８．工事支障
物件等

１．占用物件等の
工事支障物件の有
無

支障物件名 管理者名 場所

２．占用物件工事
との重複施工の有
無

占用物件名 管理者名 重複する工種 重複する期間 対応内容

工事方法 条件等

６．再生資材利用
の有無

再生資材の名称 規格 使用箇所

５．建設副産物の
有無

下記の処理場は設計積算上での条件明示であり、処理施設を指定するものでない。

種別 発生量 運搬距離 再生処理施設所在地 再生処理施設名 受入時間

ただし、下記の処理施設以外で処理する場合は、監督職員の承諾を得ること。

最終処分場名 その他

４．建設廃棄物の
有無

下記の処分場は設計積算上での条件明示であり、処分場を指定するものでない。

種別 発生量 運搬距離 最終処分場所在地

ただし、下記の処分場以外で処理する場合は、監督職員の承諾を得ること。

３．建設副産物の
現場内での減量
化・再利用の有無

種別 減量化の内容 再利用の方法 その他

２．建設発生土の
搬入

工事名 発注機関名 発生場所 搬入量 その他

明示事項 内容

７．建設副産
物関係

１．建設発生土の
搬出

発生土種別 発生量 指定･任意の別 運搬距離 搬出先 処分・保管等の条件

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

－4－



～

～

１０．その他

４．随意契約工事
に伴う間接費等調
整の有無

工事番号 工事名 場所

※本工事は、上記工事と間接費等の調整を行っている。

使用目的・箇所 条件 引渡し時期 その他

返納場所

２．工事現場発生
品の有無

品名 数量 引渡し場所 引渡し時期 運搬距離

保管方法 積込・運搬方法

１．工事用資機材
の保管及び仮置き
の有無

種類 数量 保管・仮置き場所 期間

３．支給材料及び
貸与品の有無

品名 数量 構造・規格等 引渡し場所

２．周辺環境影響
調査の有無

調査項目 採取地点 採取回数 報告書の有無

明示事項 内容

９．薬液注入
関係

１．薬液注入工事
の有無

設計条件 工法区分 材料種類 施工範囲 削孔数量 削孔延長

注入量 注入圧 その他有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

支給材料

貸与品

有 無

－5－



～

～

～

１５．工事調整会
議開催の有無

工事調整会議とは、工事着手前に設計の意図及び目的を施工者へ的確に伝え、設計及び施工条件、施
工上の留意点などを確認、協議することにより、工事施工の円滑化と品質の確保を目的とし、発注
者・設計者・施工者により構成される会議である。

１４．監督職員立
会いの上、施工す
べき工種の有無

工種名 工事段階 備考

１３．調合につい
て監督職員の見本
検査を受ける材料
の有無

材料名 工事段階 備考

１２．監督職員の
立会いの上で調合
すべき材料の有無

材料名 工事段階 備考

１１．監督職員の
検査を受けて使用
すべき材料の有無

材料名 工事段階 備考

１０．工事現場の
イメージアップの
有無

項目 内容

仮設備

安全設備

営繕設備

９．部分使用の有
無

使用箇所 使用期間 その他

８．部分引渡しの
有無

指定部分 引渡し時期

７．中間検査の有
無

工種等 検査時期 その他

６．共通仕様書に
定める以外の施工
検査の有無

工種等 検査時期 その他

※共通仕様書に基
づき協力すること

明示事項 内容

１０．その他 ５．各種調査の有
無

調査名称 内容 その他

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

－6－



第３条　使用材料の品質規格等

第４条　排出ガス対策型建設機械

　 　排出ガス対策型建設機械が使用できない場合には、使用できない理由を書面（工事打合簿）により提出し、監督員の承諾を受ける
こととする。

H=4.0m、塗装仕上げ 道路付属施設工

　設計図書に記載された材料のうち、材料内訳及び規格・材質等について詳細な記載がない材料について、以下に示す。

材料名 規格・寸法・材質 適用工種 備　　　考

平板ブロック
300×300×60 ｽﾘｯﾄ入り
標準部用

舗装工

LED道路照明器具 〃

配線接続ﾕﾆｯﾄ 〃

〃
300×300×60 ｽﾘｯﾄ入り
融雪部用(熱伝導率2.6W/m・℃以上)

〃

丸型段付ﾎﾟｰﾙ

－7－



第５条　その他の特記事項

本工事は、火災保険等に加入しなければならない。

配置技術者の兼務について
　本工事は、「弘前市発注の建設工事における技術者等の取扱いについて」（注１）に
基づき、配置技術者を兼務することができる。

火災保険等について

暴力団又は暴力団関係者による不当介
入に対する通報・報告義務

　受注者は、受注者及び下請負人に対して暴力団又は暴力団関係者による不当介入が
あった場合は、警察及び発注者へ通報・報告しなければならない。また、警察の捜査上
必要な協力を行うものとする。

舗装の切断作業時に発生する排水の具
体的処理方法の徹底について

　舗装切断作業に伴い、切断機械から発生する排水については、排水吸引機能を有する
切断機械等により回収するものとする。回収した当該排水の処理については、「廃棄物
処理及び清掃に関する法律」に基づき、
・産業廃棄物として、そのまま産業廃棄物処理施設に持ち込む
・施工現場内で脱水等の処理を行い、当該処理後の廃棄物を産業廃棄物処理施設に持ち
込むこと等により適正に対応しなければならない。

注１　市ホームページ（http://www.city.hirosaki.aomori.jp/jouhou/keiyaku/sonota/index.html）参照

創意工夫・社会性等に関する実施状況
の提出について

（請負代金が１３０万円以上の工事の場合に限る。）
受注者は、自ら立案実施した創意工夫や技術力に関する事項または、地域社会への貢献
として評価できる項目について、工事完成時までに監督員の指示する様式（第６号様
式）により、監督員へ提出することが出来る。

「青森県認定リサイクル製品認定制
度」に基づく認定リサイクル製品及び
「レッツｂｕｙあおもり新商品事業」
により認定された新商品の使用につい
て

　本工事は「青森県認定リサイクル製品優先使用指針」に基づき、「青森県認定リサイ
クル製品」を使用し、工事を実施するよう努めるものとする。
　認定リサイクル製品を使用する場合は、別表－１に必要事項を記入のうえ、公衆の見
やすい場所に掲示すること。
　本工事において、認定リサイクル製品若しくは認定された新商品を使用した場合は、
工事完了後別表－２に必要事項を記入のうえ提出するものとする。

（法第９条の規定による「対象建設工事」の場合に限る。）
法第１８条第１項の規定による報告（書面の様式については監督職員の指示による）に
ついては、受注者は再資源化等が完了したときは、当該報告を監督職員に対して行うも
のとする。

特記事項の内容

簡易型建設副産物実態調査 　全ての工事において工事完了後、「再生資源利用［促進］計画書（実施書）入力シス
テム」により、実施書をデータ及び書面で提出すること。

建設工事に係る資材の再資源化等に関
する法律第１２条について

（法第９条の規定による「対象建設工事」の場合に限る。）
法第１２条第１項の規定による説明については、落札者は契約前に当該報告を監督職員
に対して行うものとする。

建設工事に係る資材の再資源化等に関
する法律第１８条について

　本工事にかかるその他の特記事項は下表のとおりとする。

特記事項

－8－



第６条　提出書類

(1) 契約書に基づいて提出する書類

1 部

1 部

1 部

1 部

1 部

1 部

1 部

1 部

1 部

(2) 仕様書に基づいて提出する書類

1 部

1 部

1 部

1 部

2 部

1 部

1 部

1 部

1 部

1 部

1 部

1 部

1 部

1 部

1 部

1 部

1 部

1 部

※1 請負金額1,000万円以上。（ただし、1,000万円未満でも監督職員が必要と認めたとき）

※2 マニフェストの提出は、A票とD票の写し。

（収集・運搬業許可証、処分業許可証の写し及び、工事写真に搬出・搬入時の写真を添付すること）

再 生 資 源 利 用 計 画 書 着 工 前 第1編1-1-18

再 生 資 源 利 用 促 進 計 画 書 着 工 前 第1編1-1-18

再 生 資 源 利 用 実 施 書 工 事 完 成 後 速 や か に 第1編1-1-18

再 生 資 源 利 用 促 進 実 施 書 工 事 完 成 後 速 や か に 第1編1-1-18

現 場 代 理 人 等 兼 務 届 着 工 時 及 び 必 要 の 都 度

履 行 報 告 書 毎月1回監督職員の指定する日 第1編1-1-24 毎月1部提出のこと

工 事 に 関 す る 承 諾 書 着 工 前 及 び 必 要 の 都 度
第2編第1章
第2節4項

工事材料

マ ニ フ ェ ス ト 工 事 完 成 の 日 第1編1-1-18 ※2

建設業退職金共済組合の発注者
用 掛 金 収 納 書

契約締結時又は事情がある場合は
契 約 締 結 後 1 ヶ 月 以 内

第1編1-1-40

火 薬 類 使 用 計 画 書 着 工 前 及 び 必 要 の 都 度 第1編1-1-27 非火薬品（破砕薬）含む

事 故 報 告 書 発 生 時 第1編1-1-29

出 来 形 管 理 図 表 工 事 完 成 の 日 第1編1-1-23

安 全 訓 練 等 の 実 施 状 況 工 事 完 成 の 日 第1編1-1-26

材 料 試 験 成 績 表 工 事 完 成 の 日
第2編第1章
第2節1項

品 質 管 理 図 表 工 事 完 成 の 日 第1編1-1-23

工 事 写 真 工 事 完 成 の 日 第1編1-1-20

施 工 体 制 台 帳
下 請 負 契 約 締 結 後 速 や か に 1 部 第1編1-1-10

施 工 体 系 図

施 工 計 画 書 着 工 前 及 び 必 要 の 都 度 第1編1-1-4 ※1

CORINS 登 録 内 容 確 認 書 登録内容確認書が届き次第速やかに 第1編1-1-5

請負金額500万円以上
受注時･変更･完成･訂正時
（土日祝日を除く10日以
内）

火 災 保 険 等 の 証 書 写 し 保 険 契 約 締 結 後 速 や か に 54条

提出区分 名　　称 提出期日 部数 共通仕様書 備考

工 事 引 渡 書 工 事 完 成 検 査 合 格 後 31条

請 求 書 工 事 完 成 検 査 合 格 後 32条

貸 与 品 借 用 書 〃 15条

工 事 完 成 検 査 申 請 書 工 事 完 成 の 日 31条

（ 様 式 第 １ 号 )

現場代理人及び主任技術者等届 着 工 時 10条

支 給 材 料 受 領 書 引 渡 時 15条

下 請 報 告 書
報 告 書 は 契 約 締 結 後 速 や か に 1 部 7条

備考

工 事 着 工 届 ・ 工 程 表 契 約 締 結 後 10 日 以 内 3条

工 事 費 内 訳 明 細 書 契 約 締 結 後 10 日 以 内 3条

提出区分 名　　称 提出期日 部数 条項
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工事名標示板

工事名標示板は、下記記載例のとおりとする。工事区間の起終点の見易い箇所に設置する。

注　1．

2．

3． 別表

工事内容

工事種別

色彩は「ご迷惑をおかけします」等の挨拶文、「○○工事｣等の工事種別につい
ては青地に白抜き文字とし、「○○をつくっています」等の工事内容、工事期間
については青色文字、その他の文字及び線は黒色、地を白色とする。
工事期間については、契約期間の工事終了日、工事時間帯等を標示するものとす
る。

歩行者専用道路を整備しています

道路改良工事

－10－



・施工に伴う器具、工具装置等の工夫

・コンクリート二次製品等の代替材の適用

・施工方法の工夫、施工環境の改善

・仮設備計画の工夫

・施工管理の工夫

・ＩＣＴ（情報通信技術）の活用　等

ＮＥＴＩＳ登録技術のうち、

・試行技術の活用

・「少実績優良技術」の活用

・「少実績優良技術」 を除く「有用とされる技術」　の活用

・試行技術及び「有用とされる技術」以外の新技術　の活用

・土工、設備、電気の品質向上の工夫

・コンクリートの材料、打設、養生の工夫

・鉄筋、コンクリート二次製品等使用材料の工夫

・配筋、溶接作業等の工夫　等

・安全衛生教育・講習会・パトロール等の工夫

・仮設備の工夫

・作業環境の改善

・交通事故防止の工夫

・環境保全の工夫　等

・周辺環境への配慮

・現場環境の周辺地域との調和

・地域住民とのコミュニケーション

・災害時など地域への支援・行政などによる救援活　動への協力  等

項　　　目

受　注　者　名

□安全衛生

実　施　内　容

工　事　名

評　価　内　容

□施工規模□創意工夫

自ら立案実施した
創意工夫や技術力

□新技術活用

第６号様式（１）

創意工夫・社会性等に関する実施状況

□社会性等

地域社会や住民に
対する貢献

□地域への貢献等

□品質

－11－



　説明資料は簡潔に作成するものとし、必要に応じて別葉とする。

（添 付 図）

創意工夫・社会性等に関する実施状況

項　　目 評価内容

提案内容

（説    明）

第６号様式（２）

工 事 名

－12－



　この工事では、「青森県認定リサイクル
製品」を使用しています。
　「青森県認定リサイクル製品」は、県内
で発生する循環資源を原材料とした製品
で、安全性、規格等について青森県知事の
認定を受けた製品です。

製 品 名

製 造 者

別表－１

認 定 番 号

品 目

－
1
3
－



（例）

使用実績調査票

ﾘｻｲｸﾙ 第○○○号 ○○○防止柵 ○○ｍ No.○～No.○の歩道路肩部に設置

工 事 名：　　　　　　　　          　          

受注者名：　　　　　　　　                    　

ﾘｻｲｸﾙor
ﾚｯﾂbuy

認定番号 製　品　名 数　量 使　用　箇　所

別表－２

青森県認定リサイクル製品及びレッツbuyあおもり新商品事業認定製品

－14－



位　置　図

工事名　：　平成28年度　都市計画道路8･5･3号道路築造工事

施工箇所



汚

下

下

(AS)

下

(AS)

(AS)

(AS) (AS)

既設下水管

防災トイレ予定地
（別途工事）

公衆トイレ（別途工事）

シェルター

園名板

太陽灯

四阿

太陽灯

水飲み場

機械室

深井戸

平面図 S=1:200

都市計画道路8･5･3号（歩行者専用道路） 敷地造成工・園路広場工・修景施設工・休養施設工・管理施設工・道路付属施設工 各N=1式

ベンチ（背アリ）

【平板舗装Ａ】 【平板舗装Ａ】

【平板舗装Ｂ】
【平板舗装Ｂ】

柵（H800）L=16.0m 柵（H800）L=18.0m

車止N=3基 車止N=3基

柵（H800）L=20.0m
※電柱支線との取り合いに留意

ソメイヨシノ ソメイヨシノ
カツラ カツラ カツラ カツラ カツラ カツラ カツラ

縁石工（片面R）L=71.7m

縁石工（片面R）L=73.8m

縁石工（地先）L=3.5m
縁石工（地先）L=3.5m

縁石工（片面R）L=31.1m
※両端はスロープ型とする

縁石工（片面R）L=73.1m

縁石工（片面R）L=43.4m

縁石工（片面R）L=56.4m

ベンチ（背アリ）
ドイツトウヒ

US3-B300A（3種）L=3.2m
ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋（3種用）N=5枚
ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋（3種用 細目）N=1枚
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0
+
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.
1
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9

N
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.
6
+
6
.
7
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路 線 名

図面名称

縮 尺

弘 前 市

図面番号

施工箇所

年 度

工 事 名

図 示

弘前市大字駅前二丁目地内

平 面 図

平成28年度
都市計画道路8･5･3号道路築造工事

都市計画道路8･5･3号

７ 葉 １

平成 ２９ 年度

道路照明灯 道路照明灯 道路照明灯
道路照明灯

ドウダンツツジ ドウダンツツジ

都市計画道路8･5･3号（歩行者専用道路） 道路延長Ｌ＝117.5ｍ 道路幅員Ｗ＝12.0ｍ

【平板舗装Ｂ】【平板舗装Ｂ】



汚

下

下

(AS)

下

(AS)

(AS)

(AS) (AS)

道路側

歩専道側

C18C10

02-51

T.2-1
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.
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.
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.
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N
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.
4

N
O
.
5

N
O
.
6

シェルター

太陽灯

四阿

水飲み場

機械室

既設下水管

防災トイレ予定地
（別途工事）

公衆トイレ（別途工事）

園名板

太陽灯

S=1:200位置関係平面図

間口平面図 S=1:50

◆34.961 ◆34.000
3 4.762

34.048

34.00434 .021

34.831

34.591

34.26 7

34.228

※計画高数値の◆印は、目安高であり現況構造物等へ任意に摺り付けること。

車止
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4
2
4
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2 500 5 000 5 000 3 750 4 2503 500
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150 7 250

1
5
0
0

1
5
0
0

4 000
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4
5
0

1
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5
0

4
5
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4 000

路 線 名

図面名称

縮 尺

弘 前 市

図面番号

施工箇所

年 度

工 事 名

図 示

弘前市大字駅前二丁目地内

位置関係平面図・間口平面図

平成28年度
都市計画道路8･5･3号道路築造工事

都市計画道路8･5･3号

７ 葉 ２

平成 ２９ 年度

6 250 6 250



NO.1 NO.4

NO.2 NO.5

NO.3 NO.6

都計道（歩専道）中心線

都計道（歩専道）拝み勾配頂点

DL=30.000 DL=30.000

DL=30.000 DL=30.000

DL=30.000 DL=30.000

盛 土

床 堀

埋 戻

0.3

0 .2

1 . 0

盛 土

床 堀

埋 戻

0.8

0 .3

0 . 2

盛 土

床 堀

埋 戻

0.3

0 .2

―

盛 土

床 堀

埋 戻
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0.3

0 . 2

盛 土

床 堀

埋 戻

0.4

―

―

盛 土

床 堀

埋 戻

0.5

0.3

0 . 2

S=1:100横断図

34.79 3

1 :3
.0

33. 660

34.63 2

34.215

3 4.021

34 .300

1 650

3 500 520 3 480 2 480 520 1 500

5 960

7 000

3 500

3 500

路 線 名

図面名称

縮 尺

弘 前 市

図面番号

施工箇所

年 度

工 事 名

図 示

弘前市大字駅前二丁目地内

横 断 図

平成28年度
都市計画道路8･5･3号道路築造工事

都市計画道路8･5･3号

７ 葉 ３

平成 ２９ 年度



（民地or道路）

下

(AS)

(AS)

地先片面R

座標中心線

拝み勾配中心（頂点）

T.2

N
O
.
1

N
O
.
2

N
O
.
3

N
O
.
4

N
O
.
5

N
O
.
6

シェルター

太陽灯

四阿

水飲み場

機械室

（公園：別途工事）

標準断面図 S=1:20

S=1:20縁石標準図

US3-B300A 3種

S=1:20排水工標準図

（片面R）

歩車道境界ブロックC種

再生砕石(最大粒径40mm)
コンクリ－ト②

コンクリ－ト②

再生砕石 最大粒径40mm

基礎材

地先境界ブロックC種

【芝生】 【芝生】

【平板舗装】

※各ブロックの仕様は擬石、色彩はアンバー系とする。

【平板舗装A】 【平板舗装A】

【平板舗装B】

A=4.4㎡

表 層 工 ：

：

t= 6cm

t= 2cm表 層 工 空練りモルタル（1：3）

平板ブロック（□300）

【平板ブロックⅢ】

路 盤 工 再生砕石（RC-40）：

基 層 工 ： コンクリート② t= 7cm

t=10cm

50 50

200

1
0
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0
0 2
0
0

4 0
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1
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3 00
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250 3 050内外 250 520 3 480 2 480 520 250 1 000 250
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4
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7
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2
5
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1
0
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4
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500 最大粒径40mm
再生砕石

路 線 名

図面名称

縮 尺

弘 前 市

図面番号

施工箇所

年 度

工 事 名

図 示

弘前市大字駅前二丁目地内

舗装工詳細図・標準図

平成28年度
都市計画道路8･5･3号道路築造工事

都市計画道路8･5･3号

７ 葉 ４

平成 ２９ 年度

平 面 図 S=1:200

標準部 380融雪部 2 100標準部 3 480

N
O
.
0
+
8
.
9
m

N
O
.
6
+
6
.
4
m

【平板舗装B】

A=37.8㎡

【平板舗装B】

A=14.0㎡【平板舗装B】

A=4.4㎡

【平板舗装B】

A=6.0㎡

【平板舗装B】

A=6.0㎡

【平板舗装Ｂ】
・平板ブロックⅢ Ａ＝72.60㎡（CAD求積)

融雪用平板ブロック300×300(熱伝導率2.6W/m・℃以上)

視覚障害者ブロック

3001 200

合 計

工 種

融雪用平板ブロック

圧着張り(1：2)

表 層 工

表 層 工

施 工 厚

2 cm

種 別

基 層 工 現場打ち放熱板

再生砕石(RC-40)路 盤 工

12 cm

20 cm

6 cm

40 cm

工 種 種 別 施 工 厚

表 層 工

表 層 工 2 cm

平板ブロック

空練りモルタル(1：3)

合 計

基 層 工

路 盤 工

12 cm

20 cm

コンクリート(18-8-40)

再生砕石(RC-40)

6 cm

40 cm

平板ブロックⅡ（融雪部：W=2100）

平板ブロックⅠ（標準部：W=3480、380)

平板舗装Ａ舗装構成

【平板舗装Ａ】
・平板ブロックⅠ（標準部） Ａ＝117.5×(3.48＋0.38)＝453.55㎡
・平板ブロックⅡ（融雪部） Ａ＝117.5×(2.1－0.3)＝211.50㎡
・視覚障害者ブロック Ａ＝117.5×0.3＝35.25㎡

平板舗装Ｂ舗装構成
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シェルター

太陽灯

四阿

水飲み場

機械室

S=1:100支柱詳細図

植生基盤概念図 S=1:Free

S=1:100植生基盤標準図

図 柄 樹 種 規 格 等 単位 数 量 備 考

本

野芝 ベタ張り

各種支柱種別

樹 種

八ツ掛(三脚・竹)

規 格 支 柱 種 別

高木(幹周45cm未満)

各種有効土層厚表

樹 種

有効土層厚

上 層 下 層

( cm )

上 層

下 層

※樹木の根鉢直下全面に布設

黒曜石パーライト（t=3cm程度）

客土

黒土+砂(20%混合)

60

野芝 1010

黒土＋砂(20%混合)黒土＋樹皮堆肥等
(20%混合)

ソメイヨシノ ソメイヨシノ
カツラ カツラ カツラ カツラ カツラ カツラ カツラ

《芝生 A=20.0㎡》

《芝生 A=64.8㎡》

《防根材 L=38.1ｍ》

《芝生 A=35.0㎡》

《芝生 A=88.6㎡》

《芝生 A=34.3㎡》

本

ソメイヨシノ

ドイツトウヒ

カツラ 高木(幹周20cm未満) 〃

〃 〃

鋸目鉄線割掛け

杉皮棕櫚縄割掛け

鋸目鉄線割掛け
上端節止め

唐竹

八ツ掛け(三脚・竹)

60 40

60 40ソメイヨシノ

ドイツトウヒ

カツラ

90

ソメイヨシノ

ソメイヨシノ 本H=2.5m 2

7カツラ

ドイツトウヒ 1

ドイツトウヒ

H=8.0m

H=3.0m

ドイツトウヒ カツラ

有
効

土
層

厚

1
0
0
0

6
0
0

4
0
0

□2100

1
0
0
0

6
0
0

4
0
0

□2100

6
0
0

□2100

1
5
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0

9
0
0

路 線 名

図面名称

縮 尺

弘 前 市

図面番号

施工箇所

年 度

工 事 名

図 示

弘前市大字駅前二丁目地内

平面図・植生基盤標準図・支柱詳細図

平成28年度
都市計画道路8･5･3号道路築造工事

都市計画道路8･5･3号

７ 葉 ５

平成 ２９ 年度

ドウダンツツジ ドウダンツツジ

ドウダンツツジ 本H=0.4m 列植 12

平面図 S=1:200

ドウダンツツジ

□450

5
0
0

3
0
0

2
0
0

ドウダンツツジ

ドウダンツツジ 30 20

防根材詳細図

材質：ポリプロピレン

S=1:5

㎡ 344.2

防根材 枚 277

《防根材 L=71.7ｍ》 《防根材 L=56.4ｍ》

《芝生 A=101.5㎡》

※（防根材）166.2m÷0.6m/枚=277枚

・防根材詳細図

H=0.9ｍ W=0.6ｍ



GL

正 面 図

平 面 図

S=1:10ベンチ（背アリ）参考図

断 面 図

S=1:20

正 面 図 断 面 図

車止工参考図 S=1:10

柵（H800）参考図

背もたれ：人工木材

□75×50 アルミ鋼管入り

2-アンカーボルトD13

モルタル充填

手すり
FB6×50 SUS304HL

座板：人工木材
□75×50 アルミ鋼管入り

脚部：普通コンクリート製

（ｱｸﾘﾙ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗装）

基礎砕石
再生砕石（最大粒径40mm）

※図示製品と同等品とすること
（背もたれアリ、収納ナシ）

基礎砕石
再生砕石（最大粒径40mm）

座板固定金物（SUS304HL）
M10･M6ボルト固定

※図示製品と同等品とすること

※ 柵特記事項

◇標準スパン2m
◇H=0.8m
◇耐雪型
◇多段ビーム
◇コンクリート独立基礎タイプ
◇深緑色

基礎コンクリート

コンクリート②

基礎砕石

再生砕石（R-40）

溶融亜鉛メッキ仕上げ

再生砕石 最大粒径40mm

基礎材

25mm南京錠

フタ付ケース STK400

φ115 色：エコブラウン

支柱 廃プラスチック

反射テープ

25mm 赤色

ガイドパイプ アルミ

φ20×t1.0

ケースフタ（電解研磨）

カギボルト

基礎ブロック

φ127.0×t3.2

※図示製品と同等品とすること

※車止に用いる南京錠は、監督員指定の仕様とすること。
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□300

φ127

1
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路 線 名

図面名称

縮 尺

弘 前 市

図面番号

施工箇所

年 度

工 事 名

図 示

弘前市大字駅前二丁目地内

ベンチ・柵・車止参考図

平成28年度
都市計画道路8･5･3号道路築造工事

都市計画道路8･5･3号

７ 葉 ６

平成 ２９ 年度



道路照明灯姿図
路 線 名

図面名称

縮 尺

弘 前 市

図面番号

施工箇所

年 度

工 事 名

図 示

弘前市大字駅前二丁目地内

道路照明灯姿図

平成28年度
都市計画道路8･5･3号道路築造工事

都市計画道路8･5･3号

S=1/20LED照明灯参考図
歩道灯具参考図 S=1/5

1
2
0

2
6
0

470

アルミダイカスト

メインボディ

メタクリル樹脂

フロントレンズ

電源装置

カバー

ポリカーボネート

端子台

LEDユニット

灯 具：LED歩道照明器具

ランプ：白色LED

LEA-1247K03

組アンカーボルト（設置済み）

4-M24×600L

仕 様

1.光 源:白色LED

2.塗 装 色:指定色

3.防 水 性:灯具 JIS C 8105-1 IP23

4.適合アダプター:φ34.0×65L

5.専用電源装置内蔵

光源部 JIS C 8105-1 IP44

6.電源電圧:AC200V

15°

ベースプレート図 S=1/10

S=1/10アンカーボルトセット図

2
2
0

220 φ9 支持棒

70

2
0
0

6
0
0

3
0
0

1
0
0

4-M24ネジ部(溶融亜鉛メッキ)

100mm

1
5
0

1
6

4-t9リブ

4-φ30穴

2
2
0

3
0
0

220

300

4040

4
0

4
0

□500

□700 500500

2285

5
5
0

4
5
5
0

1
2
0
0

1
0
0
0

5
8
5

計画地盤高

現況地盤高(平均値）

4
0
0
0

2
8
0
0

800

照明用開口部

配線接続ユニット

上段ポール

下段ポ－ル

420×115

STK400 φ89.1×t3.2

STK400 φ139.8×t3.5

丸形段付ポール：4m ベース式

溶融亜鉛めっき後、指定色塗装仕上

φ48.6×3.2

コンクリート基礎（施工済み）

接地棒

φ10×1500

IV3.5sq

VE16

１
：
0.5

1：
0.
5

（施工済み）

７ 葉 ７

平成 ２９ 年度




